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学　

部
学科・課程

入学
定員

募 集 人 員
一 般 入 試 特 別 選 抜

前　期
日　程

後　期
日　程

推薦
入試

スポーツ推
薦入試

帰国
子女
特別
入試

社会人
特別入
試

ＡＯ
入
試

私費外国人留
学生特別入試

教
育
学
部

学校教育教員養成課程 145 96
( 備考 1参照 )

34
( 備考 1参照 )

15 － － － －
若干名

総 合 教 育 課 程 20 15
(備考 2参照 )

－
( 備考 2参照 )

5 － － － －

小　　　　　計 165 111 34 20 － － － － －

経
済
学
部

経 済 学 科 110

200 80 40 4 3 3 － 若干名ビジネスマネジメント学科 110

市 場 環 境 学 科 110

小　　　　　計 330 200 80 40 4 3 3 － －

シ
ス
テ
ム
工
学
部

シ ス テ ム 工 学 科 305 170 100 35 － － － － 若干名

小　　　　　計 305 170 100 35 － － － － －

観
光
学
部

観 光 経 営 学 科 60
50 35 20 － － 2 3 若干名

地 域 再 生 学 科 50

小　　　　　計 110 50 35 20 － － 2 3 －

合　　　　　　計 910 531 249 115 4 3 5 3 －
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４．総合問題の出題内容

総合問題では，教科ごとの学習到達度だけではなく，問題に対する総合的な分析力・応用力を問います。

システム工学を学ぶにふさわしい能力・適性等を判断します。

出題内容は以下のとおりとします

学 科 科 目 名 出 題 内 容 注 意 事 項

システム工学科 記述解答問題 ものごとを科学的視点でとらえ， 筋道をたてて論

理的に分析し， その結果を総合的に判断して表

現する能力を問います。 具体的には，

○数学的思考を問う論述問題，

○図表を読み取る論述問題，

○物理的思考を問う論述問題

が出題されます。

○数学的思考を問う論述問題，

○図表を読み取る論述問題，

○物理的思考を問う論述問題

のうち， 2 題を選択して解答し

ます （選択は問題を見てから

決めることができます）。
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[５] 平成 27 年度和歌山大学入学者選抜個別学力検査における旧教育課程履修者

　　 に対する経過措置

個別学力検査における 「数学」， 「理科」 の旧教育課程履修者に対する経過措置

数学 全学部
新教育課程による出題科目とこれに対応する旧教育課程との共通の内容を出
題するなど， 旧教育課程履修者に不利にならないように配慮した出題を行う。

理科
（物理）

教育学部
新教育課程による出題科目とこれに対応する旧教育課程との共通の内容を出
題するなど， 旧教育課程履修者に不利にならないように配慮した出題を行う。

理科
（化学）

教育学部

新教育課程による出題科目とこれに対応する旧教育課程との共通の内容を出
題するなど， 旧教育課程履修者に不利にならないように配慮した出題を行う。
なお，旧教育課程の 「物質の構造と化学平衡」， 「生活と物質」， 「生命と物質」
の内容を出題範囲とする。 ただし， 「生活と物質」， 「生命と物質」 については，
出題する場合は両項目とも出題し， いずれか一方を選択解答とする。

理科
（生物）

教育学部

新教育課程による出題科目とこれに対応する旧教育課程との共通の内容を出
題するなど， 旧教育課程履修者に不利にならないように配慮した出題を行う。
ただし， 旧教育課程の 「生物の分類と進化」， 「生物の集団」 から出題する場
合は， いずれか一方を選択解答とする。

理科
（地学）

教育学部

新教育課程による出題科目とこれに対応する旧教育課程との共通の内容を出
題するなど， 旧教育課程履修者に不利にならないように配慮した出題を行う。
ただし， 旧教育課程の 「地球の探求」， 「地球表層の探求」， 「宇宙の探求」
から出題する場合は， ３項目の中から選択解答とする。
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◎　システム工学部

　近年，科学技術の急速な発展に伴い，さまざまな工業技術が高度化・専門化してきました。また，一方で，

エネルギー，環境，情報のようにグローバルに変化する課題から地域の産業の再生や振興といった課題にも

対処することが要求されるようになってきました。前者は各専門分野の分化，後者は専門分野の統合・総合

化を示唆しています。

　このような状況の下にある産業界や社会の要請により柔軟に対応できるよう，システム工学部ではこれま

での 5 学科（情報通信システム学科，光メカトロニクス学科，精密物質学科，環境システム学科，デザイン

情報学科）を 1学科（システム工学科）へと改組をおこないます。システム工学科には，10 教育研究領域（メ

ジャー）を設定し，学生自らが将来を志向し，自らの興味や資質に見合った領域を主体的に選択することが

できます。具体的には，2つのメジャーを選択することによってコースを構成し，学科に相当する専門分野を
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学ぶことができます。これによりこれまでの学科の枠組みに固執することなく，広範かつ柔軟な専門性をも

った応用力・適用力が養われることが期待されます。以下に，各メジャーの教育目的とともにいくつかのコ

ースを示します。

・メジャー：機械電子制御

機械電子制御メジャーでは，幅広い視点から論理的思考をもって問題の解決にあたることができる技術者

をめざして，機械工学，応用数学などの素養を身につけた後，制御工学，ロボット工学などのシステム論

を用いた設計，運用に関する専門技術について学びます。

・メジャー：電子計測

電子計測メジャーでは，人々の生活や産業を支える情報のセンシングや処理システムを創造できる技術者

の育成をめざして，電気電子工学や光工学の基礎と，計測デバイスや計測情報処理などの要素技術，さら

にこれらを統合した計測システムについて学びます。

・メジャー：応用物理学

応用物理学メジャーでは，物質におけるナノスケールの世界を探求し，新しい材料やデバイスの開発に対

する社会のニーズに柔軟に対応できる能力を身につけられるように，物性物理学，材料科学，電子工学に

わたる専門分野を学びます。

・メジャー：化学

化学メジャーでは，化学に関わる基本的法則を学んで物質に関する理解の基盤を作った後，ナノレベルの

世界における化学現象や法則，原子・電子レベルでの相互作用の発現や，新たな機能性物質の設計・開発

などの専門技術について学びます。

・メジャー：知能情報学

知能情報学メジャーでは，人間とコンピュータの新たな関係が再構築される時代において，科学者や技術

者として活躍できる人材を育成するための専門教育を行い，人工知能やロボット，視覚情報処理，コンピ

ュータグラフィクスなどについて学びます。

・メジャー：ネットワーク情報学

ネットワーク情報学メジャーでは，インターネット上に構築される，新たな情報ネットワーク社会において，

科学者や技術者として活躍できる人材を育成するための専門教育を行い，モバイル通信や Web システム，ビ

ッグデータの解析などについて学びます。

・メジャー：環境科学

環境科学メジャーでは，環境を守り，育て，次世代に継承する人材の育成をめざして，環境破壊を未然に

防ぐ，自然災害から命や暮らしを守る，地球温暖化に対応する，美しい風景を創造するなど，持続可能な

社会の実現に貢献するための知識と技能を学びます。

・メジャー：環境デザイン

環境デザインメジャーでは，人と自然のよりよい関係を具現化できる人材の育成をめざして，自然から生

活空間にいたる環境を一体として捉え，自然再生，防災緑化，自然エネルギーなど自然と調和する技術，景

観保全やまちづくり，建築設計などの計画技術について学びます。

・メジャー：メディアデザイン

メディアデザインメジャーでは，メディアデザインと情報の双方の知識を持つ人材の育成をめざして，情

報技術としてのサウンドやビジュアルのデザイン，人間工学に基づくインタフェースデザイン，さらにそ

の基礎となるデザイン制作や企画方法について学びます。

・メジャー：社会情報学

社会情報学メジャーでは，人や社会を豊かにする情報システムを企画・設計する能力を身につけます。情

報技術に支えられた社会の仕組みを知り，新しい情報システムの可能性を探求するために，ソフトウェア

開発や高度なコミュニケーションについて学びます。
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代表的なコースとそれを構成するメジャー、期待される就職先

コース名 メジャー名 期待される就職先

ロボティクス 機械電子制御
電子計測

機械・電機，自動車，精密機械業界

ナノテクノロジー 応用物理学
化学

半導体・電子部品，精密機器，化学・医薬品・
化粧品，素材業界

コンピュータサイエンス 知能情報学
ネットワーク情報学

情報・通信，IT サービス，電機業界

デザインシステム 社会情報学
メディアデザイン

情報・通信，IT サービス，出版・印刷

環境システム 環境デザイン
環境科学

公務員（土木、建築、造園），建設・住宅，
環境プラント業界

環境化学 環境科学
化学

環境職公務員，環境計量士

電気電子工学 応用物理学
電子計測

電気電子メーカー，精密機械業界

○システム工学部では，スーパーサイエンスティーチャープログラムを設けます。

これはシステム工学部卒業後，本学教育学研究科に進学し高校の理科の教員免許の取得を目指すコ

ースです。
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